学校給食用物資調達業務契約書

  豊川市を買受人とし、物資納入業者　　　　　　　　　　　　　
を売渡人として、学校給食用物資納入につき、次のとおり契約を締結する。
第１条  売渡人は、学校給食の公共性を認識し、細心の注意と誠意をもって物資納入業務に従事しなければならない。
第２条  売渡人は、豊川市の学校給食に必要な物資を買受人の指示どおり調達し、指定する日時、場所に納入するものとする。
第３条  調達物資の価格は、買受人、売渡人双方の合意により別に定める。
第４条  買受人は、物資納入に際し、売渡人立会のうえ検収する。
２  検収の方法は、買受人の任意とし、その決定に対し売渡人は異議を申し立てることはできない。検収の結果不合格のものがあるときは、売渡人は、買受人の指示に従いただちに完全なものを納入しなければならない。
３  検収後であっても納入物資が不適格であると認められた場合は、買受人の指示に従わなければならない。
４  検収により生じた損害に基づく費用については、売渡人の負担とする。
第５条  調達物資の代金決裁については、売渡人は、毎月末で締め切り買受人に請求するものとし、買受人は、売渡人からの代金請求があったときは、特別の理由がない限り３０日以内に支払うものとする。
第６条　台風、地震等の災害発生、インフルエンザ及び不測の事態により、急遽給食が中止となった場合、買受人は、売渡人に対して発注物資の取り消し又は、変更をすることができる。なお、売渡人は、これにより生じた損害額について買受人に請求することはできないものとする。
第７条  買受人は、売渡人が次の各号のいずれかに該当するときは、契約を解除又は見積参加資格の停止等の措置をとることができる。
(1)売渡人が、故意に契約の履行を延期し、又は契約物資を粗雑にし、品質や産地若しくは数量に関し不正な行為があったとき。
(2)売渡人が、買受人の行う契約物資の検収等に際し、市職員又は買受人の指定する職員の職務執行を妨げ、又は妨げようとしたとき。
(3)前２号に掲げる場合のほか、売渡人がこの契約の条項に違反し、契約の目的を達することができないと認められるとき。
(4)売渡人が正当な理由により、契約の解除を申し出たとき。
(5)買受人の都合により、この契約の解除を必要とするとき。
第８条  物資納入に関し、売渡人の過失により生じたすべての損害については、売渡人が負担するものとする。
第９条  買受人が必要と認めた場合、売渡人に対し業務内容の調査及び関係書類の提出を求めることができる。
第１０条 買受人が必要と認めた場合、売渡人に対し食品の細菌検査の実施と報告及び従業員の検便の実施と報告を求めることができる。
第１１条 この契約の有効期間は、登録の日から令和７年３月３１日までとする。（令和５年度４月分の見積案内から有効）
第１２条 この契約に定めのない事項、その他この契約に関し疑義が生じた場合は、買受人、売渡人双方が協議して定める。
この契約を証するため、本契約書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を保有する。
令和 　　 年    月    日
  買受人   豊川市諏訪１丁目１番地
           豊川市   　　          
　　　     代表者　豊川市長　　竹本　幸夫 　 
  売渡人   住        所
           商号又は名称       　　                 
           
       　　                 
                       （）
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